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調査の経過

立地と環境

調査の概要

上 面 遺 構

川
かわむきひがしがいつ

向東貝津遺跡

北設楽郡設楽町川向地内

（北緯35度6分26秒 東経137度33分54秒）

設楽ダム

平成27年5月〜平成27年11月

2,740㎡　　　

樋上 昇・鈴木恵介
調査地点（1/2.5万「田口」）

発掘調査は、設楽ダムの建設工事に伴う事前調査として、国土交通省中部地方整備局設

楽ダム工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業としておこなった。

川向東貝津遺跡は豊川の支流、境川右岸の河岸段丘上に立地する。遺構検出面での標高

は374〜376mを測り、東から西に向かって緩やかに傾斜している。近世以降には、石垣

で区切られた5段の平坦面からなる棚田に改変されており、さらに1950年代には水田が

放棄されて杉の植林がおこなわれている。

この遺跡は平成22年度に今回の調査区の北側で発掘調査が実施されており、縄文時代

後期の埋甕や集石土坑などを確認している。

今年度は、5段からなる平場の西側3段分を15A区、東側の2段分を15B区として発掘調

査を実施した。その結果、15A区では、上面遺構として縄文時代中期の竪穴建物跡と集石

土坑、縄文時代後期の竪穴建物跡と埋甕、所属時期不明の陥し穴などを確認した。また、

下面遺構として、後期旧石器時代と縄文時代草創期の石器集中区を検出している。

いっぽう15B区では、丘陵上部からの度重なる土石流による地形の著しい改変により、

土坑数基のほかにめだった遺構の確認はできなかった。

縄文時代中期の遺構群は、おおむね15A区西辺に集中している。竪穴建物跡は4棟（001・

002・003・114SI）検出した。

001SIは一辺約3mの隅丸方形を呈し、中央に石囲炉を有する焼失住居で、炭化材が良好

に遺存していた。

002SIは一辺約4mを測る隅丸方形で、中央の石囲炉がきわめて良好な状況で検出され

た。また、床面に配置された平石のうちのひとつの下部からは、ほぼ完形の埋甕が出土した。

003SIは長軸約5mのやや五角形に近い平面プランをもち、中央の石囲炉も五角形を呈

する。この竪穴建物跡には、住居廃絶後に大量の人頭大の石が投げ込まれていた。  

114SIは直径約5mを測る円形プラン。かつての境川の旧河床にあたる円礫層を掘削し

て築かれていた。中央の石囲炉は幾度かの補修がなされている。

集石土坑には焼け石をともなうものが多く、屋外炉として利用された可能性が高い。

縄文時代後期の遺構群は西から2段目と3段目の平場に展開する。竪穴建物跡は177・

218・220SIの3棟だが、いずれも遺存状況は不良で、炉跡も判然としない。また、縄文時

代中期の竪穴建物跡である002SIの埋土上層からも縄文時代後期の埋甕が確認されてい

ることから、すでに後世の造成によって削平された竪穴建物跡が数棟存在していたと考

えられる。

そのほか、所属時期不明の陥し穴は西から2段目の平場で2基検出している。（樋上　昇）

●
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001SI 全景（西より）

15A 区全景（北西より）

002SI 全景（西より）

002SI 石囲炉（西より）002SI 埋甕（西より）

114SI

002SI

001SI

003SI

117SI

218・220SI

陥し穴

陥し穴
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003SI 全景（北より）

003SI 石囲炉（南より）

縄文後期埋甕（東より）
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図1 上面遺構全体図（1:400）

114SI 全景（東より）114S 石囲炉（北より）

補 T3

補 T2

補 T1

X=-98,960

X=-98,950

X=-98,940

Y=
36

,2
80

Y=
36

,2
90

Y=
36

,3
00

Y=
36

,3
10

Y=
36

,3
20

Y=
36

,3
30

Y=
36

,3
40

Y=
36

,3
50

Y=
36

,3
60

Y=
36

,3
70

Y=
36

,3
80

Y=
36

,3
90

Y=
36

,2
70

X=-98,970

X=-98,980

X=-98,990

(S=1/400)

0 25m

N

9527

9627

9727

9827

9927

9629

9729

9829

9929

9528

9628

9728

9828

9928

9631

9731

9831

9931

9630

9529 9530

9730

9830

9930

9633

9733

9833

9632

9832

9932

9634

97349732

9834

9531 95339532 9535

9635

9735

9835

9534 9537

9637

9737

9837

9536

9636

9736

9836

9539

9639

9739

9839

9538

9638

9738

9838

001SI

002SI

003SI

004SI

132SL

034SL

177SI

112SK

162SK

218SI

178SK

101SK

290SK

255SK

205SK

152SL

116SK 220SI

096SL

095SK

114SI

210SK

325SK

127SX

372SK

350SX

039SL

333SL

334SL
338SK

002SK

001SK

10Ａ区
10Ｂ区

10Ｃa区
10Ｃb区

10Ｃc区

15A区 15B区
縄文時代中期の竪穴建物跡
（4棟、石囲炉をともなう）

縄文時代後期の竪穴建物跡（3棟）
縄文時代中期の埋甕

縄文時代後期の埋甕

時期不明の
陥し穴

石囲炉（屋外？）

石囲炉（屋外）

集石土坑

集石土坑

集石土坑

集石

巨
石

集石土坑

縄文時代後期の埋甕

集石土坑群
巨
石

集石土坑

縄文時代後期の土器



28

愛知県埋蔵文化財センター　年報　2016.3 愛知県埋蔵文化財センター　年報　2016.3

下 面 遺 構

補TT1（南西より）

補TT2（北西より） 補TT3（北西より）

補TT1石器・石材集中部（南西より）

　下面補足調査は、川向東貝津遺跡の本調査中に、縄文時代中期の遺構検出面となってい

る黄褐色シルト層中より石器が多数検出されている状況を踏まえて、下層の縄文時代中期

以前にさかのぼる遺構・遺物の存在を明らかにするために行われたものである。

　結果として多数の安山岩系の石器・石材、白色風化石材の石器・石材を確認した。遺構

は確認できていない。調査範囲は、2m×2mのトレンチを3カ所、計6㎡。検出面以下での

石器の出土は、当初15A区に限られていたため、15A区内での本調査時に遺物の出土が特

に多く見られた箇所に設定した。

　補TT1では検出面直下で多数の石器・石材を検出し、そのほとんどが安山岩系石材であ

る。補TT1の周囲には旧河床の礫層が多数露出し、補TT1出土の石器・石材群はこの河川

堆積直上に位置している。

　補TT2は他の2カ所に比べると石器の出土数は少量であったが、さらに掘削した結果、

下位にいたっても白色風化石材の石器が出土した。

　補TT3では検出面から上層は黒曜石が検出され、中位〜下位にいたると黒曜石が姿を消

し、白色風化石材と安山岩系石材が占める状況も判明した。このことから、石器の分布は

上位と下位では異なった様相を示すものと思われる。

　愛知学院大学の白石浩之教授から複数の文化層が存在する可能性が指摘された。さらに

補TT1での河川堆積直上での石器・石材出土については、旧河床礫層への混入した形での

検出も予見されていた。

　以上の補足調査の結果と、この後に行われた範囲確認調査の結果を併せると、石器の分

布は層位や位置で偏在する傾向はあるものの、広範囲にわたることを窺わせる。そのため、

石器・石材の分布は、15A区の西半部に広く分布していると考えられる。（鈴木 恵介）
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図２　補足調査トレンチ石器・石材出土状況図(1:50)
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